
 

図 1 本研究の発光機構 
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熱活性型遅延蛍光(TADF)材料は、三重項励起子を

一重項励起子へと逆項間交差(RISC)によって変換で

き、すべての励起子を蛍光発光に使用できることか

ら、蛍光、燐光材料に代わる第三世代有機 EL 発光

材料として期待されている 1)。しかし、TADFは電荷

移動励起状態由来の発光であるため、発光スペクト

ルの半値幅が広く、色純度が悪いという問題がある。

近年、ホスト材料中に TADF 材料をアシストドーパ

ント、色純度の高い蛍光材料を発光材料として分散

することによって、TADF 材料から蛍光材料への

Förster エネルギー移動により高効率、高色純度が達

成された 2)。同時に、TADF分子上の励起子密度が低

下し、緑・赤色素子では素子寿命の向上も達成された 3)。しかし、青色素子では高い三重項準位 (T1) が

要求され、TADF材料・ホスト材料の両方において電気化学的に不安定なスルホニル基やホスホニル基

が用いられている 4)。そこで本研究では、電気化学的に安定な構造を有し、青色素子のホストとして利

用可能な高い T1準位を有する TADF材料を開発した。安定な TADF材料をホストとして利用すること

によって、不安定なホスト材料を利用することなく、全ての励起子を発光として取り出すことが可能

となり、素子寿命向上が期待される。T1 準位が高い benzonitrile、9,10-diphenylacridine に着目し、

2,6-bis(9,9-diphenylacridin-10(9H)-yl)benzonitrile (o-A2CN) を開発した。o-A2CNをホスト、蛍光材料で

ある 2,5,8,11-tetra-tert-butylperylene (TBPe) を発光材料として用いた素子において、色度座標 (0.14, 

0.19) の高色純度の青色発光、従来のホストの理論限界値 (~5%) を上回る外部量子効率 5.3%を達成し

た。この結果から、TADF分子上で生成した三重項励起子が RISCによって一重項励起子へと変換され、

蛍光材料へエネルギー移動したと考えられる。TADF 材料をホストとして利用することは青色 OLED

の高効率化、高色純度化、高耐久化に対して有効な手法であると考えられる。 
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